
亀田 誠治（かめだ・せいじ）先生                音楽プロデューサー 

 

1964 年、アメリカ、ニューヨーク生まれ。辰年。 

1989 年、アレンジャー、プロデューサー、ベースプレイヤーとして 

活動を始める。椎名林檎、平井堅、スピッツをはじめ、 

DoAs Infinity、スガシカオ、Chara、アンジェラ・アキ、秦基博、 

エレファントカシマシ、JUJU、チャットモンチー、フジファブリック、 

NICO Touches theWalls、のあのわ、WEAVER、などの 

プロデュース＆アレンジを手がけている。 

2004 年夏から椎名林檎らと東京事変を結成。 

 

「誠屋」公式 HP               http://www.ganso-makotoya.com/ 

公式ブログ「亀の漫遊記」更新中 http://www.ganso-makotoya.com/blog/ 

【参考になる HP】 

社会法人全国コンサートツアー事業者協会 http://www.acpc.or.jp/ 

一般社団法人日本レコード協会        http://www.riaj.or.jp/ 

 

 

《講義概要》 

音楽プロデューサー、ベースプレーヤーとして数多くのアーティストをプロデュースして

いる有限会社誠屋代表の亀田誠治氏が、デジタル技術の進歩が音楽産業や音楽制作に与える

影響について講義を行った。 

講義では、デジタル化により音楽の制作者や音楽業界全体が受けている良い影響について、

音楽制作の裏話なども交えながら具体的に解説した。デジタル化やネットの普及は様々な問

題を抱えているが、音楽制作やライブ活動等に積極的にデジタル技術を活用することで、も

のづくりが向上している実情を示し、「デジタルとの上手な付き合い方が重要」であることや、

「デジタルと人との距離感の大切さ」について学生に強く訴えた。 

さらに、どれだけデジタル技術が発展しても「最後は人次第」であり、「人由来の感性、人

肌の温度感を大事にしている」ことを伝え、人とのつながりを大切にする亀田氏の数々の言

葉から、人生において大切な考え方を学生は学んだ。 

 

    
第 5回 10/27 「デジタル創作事変

～ピンチはチャンスだ～」 



《受講生の感想》 

 

●音楽の創り手の方の生の声が聞けて、デジタル化に

対する考えが変わる機会になりました。配信や利用方

法の問題でネガティブな側面が大半で、それを規制し

たり改善する法や制度の整備が急務であると考えてい

ましたが、技術のスピードと共に創り手も良い環境に

おかれていることを知り、自分たちは問題の側面しか

見ておらず、技術を敵だと捉えていたように感じまし

た。多様な音楽が手に入る、耳にすることができるよ

うになった環境を私たちも上手に利用し、その付き合

い方を守っていけば、どの側面からも発展できるもの

だと改めて気付きました。 

立命館大学・法学部・4回生 

 

●先生が何度も｢バランス｣という言葉を使っていたよ

うに、どちらかに偏って物事を考えるのではなく、そ

れぞれのポジティブな面を上手に組み合わせることが

本当に大事であるし、相互作用により、よりハイクオ

リティなものを生み出していける、その可能性を拡げ

ることが大切なのではないかと思いました。 

     立命館大学・映像学部・3回生 

 

●“最後はやっぱり人”であり、人間を信頼して制作

活動をされている姿勢がとても印象的でした。デジタ

ルばかりでは無機質になってしまい、アナログのまま

では効率が悪いという二つの間で上手くバランスを取

られている考え方がとても素敵であり、参考にさせて

いただこうと思いました。 

立命館大学・産業社会学部・1回生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●デジタルが円滑なコミュニケーションを促進したり、

作業を効率化したりといったポジティブな面について

学ぶことができました。作品作りにおいて全てをデジ

タルに任せるのではなく、「最終的には人間の感性、人

肌の温度感を加えることが重要である」というお話し

がとても印象に残りました。この考え方は作品作りに

おいてだけではなく、今後私たちがデジタルとより良

く付き合っていく上で大切なことだと思いました。 

立命館大学・産業社会学部・2回生 

 

●「デジタルは距離を縮める」というお話しは、アー

ティストならではのご意見を聞くことができて新鮮で

した。デジタルによって曲作りなどのやりとりが簡単

になるとともに、曲ができた時の気持ち、熱、テンシ

ョンをそのまま伝える・共有することができるという

ことはアーティストの方々にとって素晴らしいことで

あることがよく分かりました。 

立命館大学・映像学部・3回生 

 

●デジタル化によってコンサート会場の音が良くなっ

たことやライブ準備がスムーズになったことが分かり

ました。また、My Space や You Tube 等は著作権の問

題に注目されがちですが、音楽を世界の多くの人に向

けて発表できるツールとして、チャンスが拡大するプ

ラスの面があるということに驚きました。 

       立命館大学・映像学部・2回生 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


